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◆「
地
産
地
消
」っ
て
な
に
か
な
？

最
近
、「
地
産
地
消
」
と
い
う
言
葉
が

よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
地
産
地
消
」
と
は
、
地
域
で
生
産
さ
れ

た
も
の
を
地
域
で
消
費
し
よ
う
と
い
う

取
り
組
み
で
す
。

市
は
、
今
年
三
月
に
、
生
産
者
、
流
通

関
係
者
、
消
費
者
の
代
表
な
ど
で
構
成

す
る「
新
庄
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会
」

を
発
足
し
、
地
産
地
消
を
地
域
に
広
め

よ
う
と
推
進
し
て
い
ま
す
。
生
産
者
と

消
費
者
が
互
い
に
理
解
し
尊
重
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
農
業
振
興
や
経
済

の
活
性
化
を
図
る
た
め
で
す
。

◆
新
庄
の
旬
に
四
万
五
千
人

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た「
産
直
ま
ゆ
の
郷
」

は
、
季
節
に
応
じ
た
旬
の
農
産
物
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
家
と
消
費
者

の
交
流
の
場
と
し
て
、
新
庄
市
に
お
け

る
地
産
地
消
の
推
進
の
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
、
季
節
に
あ
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
一
年
間
で
来

客
数
が
四
万
五
千
人
を
超
え
ま
し
た
。

九
月
に
は
、
開
店
一
周
年
記
念
感
謝
祭

を
開
催
し
、
店
内
は
多
く
の
市
民
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

安
全
で
新
鮮
な

農
産
物
を
お
届
け
し
ま
す

●
野
菜
／
奥
山
聡

さ
と
し

さ
ん（
泉
田
二
）イ

モ
ノ

コ
、
ネ
ギ
を

中
心
に
野

菜
を
作
っ
て

い
ま
す
。
昔

か
ら
あ
る

お
い
し
い
も
の
を
今
に
生
か
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
か
ら「
泉
田
い
も
の
こ
・
四
ツ
屋

い
も
」
を
再
現
し
ま
し
た
。
循
環
型
農
業

で
た
い
肥
な
ど
の
有
機
肥
料
を
使
い
、
土

か
ら
改
良
し
て
再
現
で
き
、「
昔
食
べ
た
イ

モ
ノ
コ
の
味
だ
」と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

●
キ
ノ
コ
／
高
橋
和
幸
か
ず
ゆ
き

さ
ん（
泉
田
四
）

シ
イ
タ

ケ
と
ナ
メ

コ
を
中
心

に
栽
培
し

産
直
で
販

売
し
て
い

ま
す
。
シ
イ
タ
ケ
は
乾
燥
シ
イ
タ
ケ
に
し

て
年
中
販
売
し
て
い
ま
す
。
地
産
地
消
を

め
ざ
し
て「
産
直
ま
ゆ
の
郷
」会
員
に
な
り

ま
し
た
。
給
食
な
ど
に
も
大
い
に
使
っ
て

も
ら
い
、
新
庄
の
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
花
き
／
新
関
一
志

か
ず
し

さ
ん（
昭
和
二
）

十
三
年
に
若
者
園
芸
実
践
塾
を
卒
塾
し

エコロジーガーデン「原蚕の杜」にある農産物直
売所「産直まゆの郷」が、9月14日でオープン1周
年を迎えました。
「産直まゆの郷」は、市内の農家約100人と農家
の生産グループで構成している産地直売所。地
元の新鮮な旬の野菜や、キノコ、手作りの農産物
加工品、花などを地域に提供しています。

昔、わたしが子どものころ、西山の農家の人が、とれたての
野菜をリヤカーに積んで、家まで売りに来ていました。新鮮
な野菜のおいしさはもちろん、農家の人との会話も楽しく
思い出されます。新しい形の農家と消費者の交流の場とし
て｢産直まゆの郷｣の役割に期待しています。(消費者の声か

産直で を発信 
｢産直まゆの郷｣オープンから1周年 ｢産直まゆの郷｣オープンから1周年 

産直で を発信 
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◆
学
校
で
も
地
元
農
産
物
を

九
月
に
、
市
民
を
対
象
と
し
た
「
秋

の
農
業
探
検
ツ
ア
ー
」
を
実
施
。
参
加

者
は
、
新
庄
の
農
業
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
地

元
の
農
産
物
の
利
用
を
拡
大
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
地
元
の
農
産
物
や

食
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
地
域
へ
の
関

心
を
高
め
、
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
を

ね
ら
い
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
産
直
施
設
の
活
用
な

ど
に
よ
り
、
地
元
農
産
物
の
良
さ
を
知

っ
て
も
ら
い
、「
地
産
地
消
」
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
園

芸
を
学
び
、

ト
ル
コ
ぎ

き
ょ
う
と

ス
ト
ッ
ク

を
作
っ
て
二
年
目
。
先
輩
た
ち
に
負
け
な

い
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

●
米
／
三
原
七
蔵
し
ち
ぞ
う

さ
ん（
小
泉
）

減
農
薬

や
有
機
肥

料
を
使
用

し
た
安
心

で
お
い
し

い
米
作
り

が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
家
族
力
を
合
わ
せ
て
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
品
種

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲秋の収穫時期を迎えている今、「産直まゆの郷」は、秋の実りと農家の活気に満ちています

「地場野菜流通カレンダー」
をご利用ください

「新鮮で安心安全な地場産品の情報を提供して
ほしい。」という消費者の声に応え、地元産の野
菜や収穫時期が一目でわかるカレンダーを作成
しました。市役所の窓口と産直まゆの郷にあり
ますので、どうぞご利用ください。(無料です◎
産直まゆの郷123‐5007) ◎詳しくは、農林課
農林振興室へ。122-2111内線262

市内の主な産直
y新庄市農協122-3966

○毎週土・日曜日（6月～11月）○ＪＡ新庄市前

y萩野農協125-2211
○毎週金曜日（7月～11月）○ＪＡ萩野資材倉庫前

y昭和農協125-2111
○毎週日曜日（1月～12月）○郷野目中央店前

yそ菜研究会・加藤129-2456
○毎週火・土曜日（6月～11月）○保健センター前
そ菜研究会

JA昭和加工グループ

JA萩野夕やけ市

JA新庄市女性部

「地産地消」のメリット
○作り手の顔が見える.........................安全・安心

○新鮮かつ栄養が豊富.............栄養分が壊れない

○旬を知ることができる...................産地が地元

データにみる新庄の農業

200

100

10年度 11年度 12年度 

米 
46億2,000万円 
71.0%

畜産 
9億円 
13.8%

野菜 6億7.000万円 
10.3%

花き  1億9.000万円 
  2.9%

13年度 14年度 

400

600

800

1000
トン 

果実  1億9.000万円  0.3%
その他  11億円  1.7%

新庄市の農業粗生産額 
（2001～2002農林水産統計年報より） 

新庄市主要農産物販売数量の推移 
（全農山形資料より） 

トルコぎきょう 
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なめこ 
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シイタケ 
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報 告報 告
へ向けて― 【指標からわかる非常に苦しい台所事情】

「財政力指数」と「経常収支比率」
※1 財政力指数とは、一定の基準で計算した必要経

費に対して、どのくらい自前の収入があるかという指標

です。「財政力指数0.479」を家計に例えると、1年間生

活するのに500万円の経費が必要なのに、収入が239

万5千円しかないということになります。不足分は国から

の交付税で措置されていますが、これらは年々削減され

ている状況です。また、主な自前の収入源である市税

も減少しているため、必要な支出に対して収入が追い

つかず、支出を抑えていかなければならない状況となっ

ています。

※2 「経常収支比率98.5％」という数値は、県内で1

～2番目に悪い数値であり、全国的にもかなり悪い数

値です。これを家計に例えると、年間の収入を500万円

とした場合、そのうち492万5千円が食費や光熱水費・

借金の返済などの、生活するうえで必ずかかる経費で

あり、自由に使えるお金が残りの7万5千円しかないとい

うことになります。妥当とされている数値が75％（500万

円の収入に対して自由に使える分が125万円）であるこ

とを考えると、市の財政が極めて厳しい状況であること

がわかります。支出の面では、借金の返済にあてる公

債費が15年度をピークに年々減少していきますが、収

入面では主な収入源である税収の減少が予想される

ため、今後より一層の経費節減を図っていかなければ

なりません。

九
月
市
議
会
で
、
平
成
十
四
年
度
の

決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
と
は
、

年
度
初
め
に
立
て
た
予
算
に
対
し
、
実

際
に
ど
の
く
ら
い
の
収
入
・
支
出
が
あ
っ

た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
、「
市
の
家
計

簿
」
と
も
い
え
ま
す
。

財
政
の
硬
直
化
が
深
刻
に

こ
こ
数
年
、
本
市
の
歳
入
総
額
の
約

六
割
を
占
め
る
市
税
と
地
方
交
付
税

が
、
景
気
の
停
滞
な
ど
の
影
響
に
よ
り

落
ち
込
ん
で
お
り
、
そ
の
た
め
に
歳
入

全
体
の
額
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
歳
出
は
、
過
去
十
数
年
間
に

実
施
さ
れ
た
大
規
模
な
公
共
事
業
に
伴

う
公
債
費
の
増
加
や
、
新
た
に
建
設
さ

れ
た
施
設
の
維
持
管
理
費
の
増
加
な
ど

が
財
政
を
圧
迫
し
、
硬
直
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
財
政
は

悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
十
四

年
度
決
算
で
は
、
経
常
収
支
比
率
が
九

八
・
五
％
、
起
債
制
限
比
率
が
十
五
・

二
％
と
な
り
、
独
自
の
施
策
の
展
開
に

必
要
な
財
源
が
ほ
と
ん
ど
な
い
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

市
税
は
減
少
、
公
債
費
は
増
加

歳
入
の
主
な
自
主
財
源
で
あ
る
市
税

154億1,979万円
前年度比4.8％減

一般会計 総額歳入

【指標で見る新庄市の財政状況】

区　　分

起債制限比率
【まだ借金できるか】
（15～20％＝要注意）
（20％以上＝危険）

公債費比率
【借金返済の割合】
（10％以下＝望ましい）
（15％以上＝警戒）

経常収支比率
【自由に使えない資金】
（70～75％＝妥当）
（80％以上＝要注意）

財政力指数
【自前の財源指数】
（1.0に近くまたは超える

ほど余裕）

平成14年度 15.2％ 20.9％ 98.5％ ※2 0.479
平成13年度 14.8％ 20.5％ 94.8％ 0.475
平成12年度 14.2％ 19.3％ 91.6％ 0.481

※1

その他 
5.7％ 

諸収入 3.0％ 

繰入金 3.5％ 

分担金及び負担金 1.6％ 

地方消費税交付金 2.6％ 

県支出金 3.1％ 

繰越金 2.6％ 

市債 
 市  税 

46億2,754万円 
30.0％ 

地方交付税 
51億1,885万円 
33.2％ 国庫支出金 

6.4％ 

12億7,390万円 
8.3％ 

※地方交付税とは、全国的に一定の行政サービスを保障するための地方自治
体の財源として、国が徴収した所得税・酒税などの一部のこと。地方自治体の
財政状況に応じて交付されます。

4
「地方財政状況調査」による



決 算決 算
151億6,287万円

前年度比3.9％減

一般会計 総額

―｢財政の健全化｣

は
、
厳
し
い
経
済
状
況
に
よ
り
減
少
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
入
全
体
に
占
め

る
自
主
財
源
の
割
合
は
、
四
三
・
六
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
投
資
の
縮
小
な
ど
に
よ
り
国
庫

支
出
金
・
県
支
出
金
も
減
少
し
て
い
ま

す
。
地
方
交
付
税
は
、
国
の
方
針
に
よ

り
年
々
削
減
さ
れ
て
お
り
、
十
四
年
度

も
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

十
一
年
度
に
認
定
さ
れ
た
市
の「
公
債

費
負
担
適
正
化
計
画
」
に
も
と
づ
き
、

市
債
発
行
額
は
、
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス

三
・
八
％
に
抑
え
て
い
ま
す
。

歳
出
は
、
経
費
の
節
減
化
対
策
を
行

っ
て
い
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
部
門
で
減

少
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
最
上
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
に
対
す
る「
ゆ
め
り

あ
」
分
の
負
担
金
や
、
福
祉
関
連
の
扶
助

費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
商
工
費
と
民

生
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
去
に
借
り
入
れ
た
市
債
の

支
払
い
に
あ
て
る
公
債
費
に
つ
い
て
も

増
加
し
て
お
り
、
十
四
年
度
は
一
・

五
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
は
、
二
十
年
度
ま
で

を
目
標
に
「
財
政
健
全
化
中
期
展
望
と

改
善
対
策
」
を
定
め
、
大
幅
な
事
務
事

業
の
見
直
し（
行
政
の
ス
リ
ム
化
）と
人

件
費
の
削
減
を
中
心
に
対
策
を
進
め
、

さ
ら
に
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

○農村緑地振興事業（エコロジーガーデン整備）3,283万円
●全国都市緑化やまがたフェア開催事業 …2億5,194万円
●道路新設改良費 ……………………………3億175万円

○消流雪用水導入「試験通水」事業 …………1,613万円
●道路の除排雪費 …………………………2億6,629万円
○特別養護老人ホーム建設事業等補助金 ……6,105万円
○特別養護老人ホーム用地購入費 ……………5,123万円

●土地改良対策事業費などの農地費 ……2億7,195万円
●観光振興対策事業 ………………………3億2,024万円
○産地直売施設整備事業………………………2,126万円

○学校のつばさ支援事業 ………………………1,000万円
○国民文化祭開催事業…………………………1,577万円
○新庄中学校大規模改造事業…………………7,634万円

●ごみ減量化対策や容器包装リサイクル事業などの塵芥処
理費 ………………………………………5億5,488万円

●環境保全型農業推進モデル事業 ……………1,137万円

＊ は、第3次新庄市振興計画に掲げる5つの基本目標です。

主な事業（○新規●継続）

歳出

にぎわいと交流のまちづくり

安心して暮らせる安全で快適な生活環境づくり

飛躍に向けた魅力ある地域産業づくり

新しい文化を創造する人づくり

環境にやさしい地域づくり

平 　 成
14年度
新 庄 市

災害復旧費 0.1％ 
議会費 1.5％ 労働費 0.6％ 

商工費 3.8％ 

農林水産業費 
6.2％ 

衛生費 
15億1,964万円 

10.0％ 
公債費 

24億2,017万円 
16.0％ 

民生費 
30億324万円 
19.8％ 

土木費 
23億6,949万円 
15.6％ 

総務費 
17億6,153万円 
11.6％ 

教育費 
15億9,828万円 
10.6％ 

消防費 4.2％ 

【特別会計・企業会計決算】
区　　分 歳　　入 歳　　出

国民健康保険事業 32億4,494万円 32億1,956万円
交通災害共済事業 1,357万円 1,329万円
老 人 保 健 事 業 36億8,925万円 36億8,925万円
公共下水道事業 14億7,785万円 14億7,694万円
農業集落排水事業 7,476万円 7,476万円

介 護 保 険 事 業 18億7,758万円 18億7,730万円

水道
事業

収益的収支 14億5,530万円 13億2,918万円
資本的収支 5,616万円 3億5,617万円

営農飲雑用水事業 1,849万円 1,849万円
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まちづくり会議

七
月
下
旬
、
七
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で「
区
長
と
市
長
の
ま
ち
づ
く
り
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
前
段
で
、
財
政
や
市
町
村
合
併
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
要
望
・
提
案
の
実
現
を
図
る
た
め
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

要望

6

●
市
道
神
明
町
線
と
石
川
町
万
場
町

線
の
側
溝
ま
す
の
改
修
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
上
神
明
町
）

○
構
造
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
改
善
策

を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
雪
捨
て
の
ル
ー

ル
を
守
り
、水
上
が
り
に
な
っ
た
場
合
は
、

地
域
の
方
々
で
対
応
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

（
建
設
課
）

●
小
檜
室
第
二
期
宅
地
分
譲
事
業
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　

（
川
西
2
区
）

○
「
雪
に
強
い
街
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
あ
り
、
具
体
的

に
公
表
で
き
る
時
期
に
な
り
ま
し
た

ら
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
都
市
開
発
課
）

●
国
道
4
5
8
号
か
ら
指
差
野
川
ま
で

の
水
路
の
整
備
に
つ
い
て
（
川
西
3
区
）

○
現
在
、
流
雪
溝
用
水
事
業
計
画
で
計

画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、

流
雪
溝
整
備
に
つ
い
て
は
、
雪
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
制
度
の
活
用
を
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

（
建
設
課
）

●
日
新
小
、
中
学
校
の
通
学
路
に
ス
ク

ー
ル
ゾ
ー
ン
設
定
ま
た
は
道
路
の
拡
幅

な
ど
を
至
急
要
望
し
ま
す
。
（
金
沢
6
）

○
通
学
時
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
道

路
の
構
造
だ
け
で
な
く
、
地
区
全
体
の

道
路
交
通
の
流
れ
か
ら
総
合
的
な
交
通

安
全
対
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

（
環
境
課
）

●
流
雪
溝
の
曲
が
り
角
に
な
っ
て
い
る

部
分
に
ご
み
が
度
々
詰
ま
り
ま
す
。
そ

れ
を
取
り
除
く
た
め
に
重
い
ふ
た
を
開

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
開
閉
式
グ

レ
ー
チ
ン
グ
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

（
教
育
セ
ン
タ
ー
前
）

○
設
置
し
ま
す
。

（
建
設
課
）

●
生
活
道
路（
私
道
）を
、
条
件
の
満
た

す
と
こ
ろ
か
ら
市
道
に
認
定
し
て
ほ
し

い
。

（
松
本
2
区
）

○
市
道
認
定
は
、
認
定
基
準
に
適
合
す

る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
地
元
と

協
議
し
ま
す
。

（
建
設
課
）

●
泉
田
川
橋
の
黒
沢
方
面
か
ら
国
道
に

進
入
す
る
交
差
点
に
、
右
折
ラ
イ
ン
と

押
ボ
タ
ン
信
号
機
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

（
萩
野
全
区
）

○
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
は
国
土
交
通
省

へ
、
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
公
安
委

員
会
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。（
環
境
課
）

●
東
部
広
域
農
道
の
早
期
完
成
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
萩
野
二
）

○
十
六
年
度
完
成
を
め
ど
に
、
早
期
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

（
農
林
課
）

●
燃
や
せ
る
ご
み
の
量
が
増
え
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
一
基
増
設
し
て
も
ら

っ
た
が
、
他
も
老
朽
化
が
進
み
、
も
う

一
基
増
設
し
て
ほ
し
い
。
（
本
合
海
七
）

○
ご
み
分
別
の
変
更
と
、
野
焼
き
罰
則

強
化
な
ど
に
よ
り
ご
み
の
量
は
増
え
ま
し

た
が
、
今
後
と
も
、
ご
み
の
減
量
化
に
努

め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
町
内
独
自
で
対
応
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
今
後
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
配
分
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
町
内
へ
の
補
助
に
変
更
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
（
環
境
課
）

●
町
内
の
中
の
川
に
か
か
る
橋
の
架
け

替
え
を
。

（
西
下
名
古
屋
敷
）

○
架
け
替
え
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
地
区
全
体
の
道
路
網
の
整
備
の
観

点
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
建
設
課
）

各地区1要望・1提案の受付（～6月中旬）

要望・提案の現地確認などを
行い回答を取りまとめ

7つのブロックでまちづくり会議を開催

今年度 昨年度

要望 104件 106件

提案 023件 025件

合計 127件 131件

提案・要望の概要

区長と市長の
まちづくり会議の流れ図

まちづくり会議（西部地区）



■街路灯設置及び街灯料補助金

（環境課）

■リサイクルにこにこ運動奨励金

（環境課）

■子どもの遊び場整備に関する補助金

（社会福祉協議会）

対象／遊具の購入、修繕、原材料の

購入など

■生活道路整備費補助金（建設課）

対象／舗装、舗装補修、改良に伴

う拡幅・隅切切除、排水施設の改良

など

■地域公民館整備費補助金

（生涯学習課）

対象／地域公民館の新築・改良、公

民館敷地の購入など

まちづくりに関する主な補助制度

（
御
堀
端
西
）

○
現
在
、
舗
装
等
の
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
観
賞
に
支
障
の
あ
る
箇
所
は
補

修
す
る
な
ど
、
市
の
花
ア
ジ
サ
イ
に
親

し
む
こ
と
の
で
き
る
公
園
整
備
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
都
市
開
発
課
）

●
最
上
中
央
公
園「
か
む
て
ん
公
園
」の

活
用
方
法
に
つ
い
て

（
三
吉
町
）

○
整
備
に
あ
わ
せ
て
随
時
開
放
し
、
今

年
度
中
に
全
面
開
放
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
屋
内
多
目
的
施
設「
す
ぽ
ー
て
ぃ
あ
」

も
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
ス
ト
リ
ー
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
施
設
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

（
都
市
開
発
課
）

●
歳
出
に
つ
い
て
、
人
件
費
な
ど
の
義

務
的
経
費
を
中
心
に
見
直
し
、
投
資
の

た
め
の
経
費
・
事
業
費
を
少
し
で
も
増

や
し
、
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
て

ほ
し
い
。

（
鳥
越
4
区
）

○
投
資
的
経
費
の
割
合
は
年
々
減
っ
て

お
り
、
市
の
財
政
状
況
は
、
一
段
と
硬

直
化
し
て
い
ま
す
。
財
政
の
健
全
化
を

図
る
一
つ
と
し
て
、
15
年
度
予
算
で
は
、

特
別
職
の
報
酬
削
減（
12
％
〜
7
％
）で

4
7
3
万
円
、
管
理
職
手
当
て
約
2
分

の
1
削
減
で
9
2
2
万
円
、
出
張
旅
費

手
当
見
直
し
で
4
3
0
万
円
な
ど
の
削

減
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
も
6

名
減
ら
し
、
人
件
費
の
削
減
を
図
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
内
部
管
理
費
を
削

減
し
、
事
務
事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し

を
図
り
な
が
ら
、
投
資
的
経
費
に
振
り

向
け
る
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。（

財
政
課
）

●
地
域
活
性
化
の
た
め
小
学
校
施
設
を

利
用
し
や
す
く
。

（
升
形
全
区
）

○
現
在
も
学
校
運
営
に
支
障
が
な
い
限

り
開
放
し
て
い
ま
す
。
施
設
の
利
便
性
に

問
題
が
あ
れ
ば
改
善
し
ま
す
。（
管
理
課
）

●
災
害
発
生
時
に
お
け
る
緊
急
避
難

場
所
と
し
て
、
高
校
の
体
育
館
の
開

放
・
利
用
を
。

（
本
宮
1
区
）

○
一
時
的
な
避
難
所
と
し
て
開
放
を
お

願
い
し
確
保
し
て
い
き
ま
す
。
通
常
の
避

難
所
に
つ
い
て
は
、
長
期
間
に
わ
た
り
避

難
生
活
が
で
き
る
市
の
施
設
な
ど
を
中

心
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
民
間
や
県
の
施

設
を
指
定
す
る
の
は
、
施
設
管
理
や
運

営
面
で
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
（
環
境
課
）

区長と市長の

生
活
環
境
の
整
備
に
関
す
る
要
望
、
新
庄
市
の
将
来
に
関
す
る
提
案
な
ど
に
つ
い
て
、

市
で
は
随
時
、
受
け
付
け
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
要
望
・
提
案
は
、
市
役
所
に
設
置
し
て
い
る「
投
書
箱
」や「
ｅ
メ
ー
ル
」な
ど
で
も
で
き
ま
す
。

記
名
の
あ
り
ま
し
た
要
望
な
ど
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
文
書
で
回
答
し
て
い
ま
す
。

●
「
あ
じ
さ
い
の
杜
」
や
「
市
民
の
森
」

な
ど
を
い
か
し
た
観
光
の
将
来
像
に
つ

い
て

（
常
葉
町
三
区
）

○
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
施
策
を

展
開
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
自
然
・
歴
史
文
化
・
食
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
各
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し
て
い

ま
す
。
観
光
客
の
滞
在
時
間
を
長
く
し

経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
観
光
振
興
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

（
商
工
観
光
課
）

●
水
の
公
園
、
桜
の
公
園
、
市
民
の
憩

い
の
公
園
と
し
て
小
泉
堤
を
整
備
し
、

観
光
の
目
玉
と
し
て
は
ど
う
か
。（

吉
袋
）

○
小
泉
堤
は
農
業
利
用
を
目
的
と
し
新

庄
土
地
改
良
区
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
は
民
有
林
で
、
一
帯
は
土

砂
災
害
の
危
険
区
域
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
堤
の
拡
大
・
整
備
は
難
し
い
状
況

で
す
。

（
農
林
課
）

●
最
上
公
園
の
あ
じ
さ
い
園
を
観
賞
す

る
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一

層
、
市
の
花
と
し
て
ア
ジ
サ
イ
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

提案
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新庄神室産業高校体育館（9月完成）



   　
「
循
環
器
病
」
と
は
、血
管
に
何
ら
か

の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
と
き
に
発
症
す

る
病
気
の
こ
と
で
す
。
 

　
例
え
ば
、血
管
が
つ
ま
る
、破
れ
る
、ま

た
は
血
流
が
滞
る
な
ど
し
、心
臓
病
、脳

卒
中
、高
血
圧
、動
脈
硬
化
な
ど
、命
に

か
か
わ
る
重
大
な
病
気
に
な
り
や
す
い

の
が
特
徴
で
す
。
　
 

　
十
四
年
度
の
新
庄
市
の
死
因
構
成

を
み
る
と
、男
性
の
27
％
、女
性
の
33
％

が
循
環
器
病
で
す
。
食
習
慣
、運
動
習

慣
の
見
直
し
と
と
も
に
、定
期
的
な
血

圧
測
定
な
ど
で
、日
ご
ろ
か
ら
、高
血
圧

や
動
脈
硬
化
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
 

   　
健
康
診
断
や
病
院
で
看
護
師
に
測
っ

て
も
ら
っ
た
ら
高
血
圧
。し
か
し
、家
で
測
っ

た
ら
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
。こ
の
よ
う

な
こ
と
は
、意
外
と
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
 

　
な
ぜ
な
ら
、血
圧
は
測
定
し
た
状
態
や
気

持
ち
の
変
化
に
よ
っ
て
変
動
す
る
か
ら
で
す
。

特
に
体
に
異
変
が
な
け
れ
ば
、な
る
べ
く
安

静
な
状
態
で
、起
床
の
一
時
間
後
に
測
り
ま

し
ょ
う
。そ
れ
が
、毎
回
、高
い
よ
う
な
ら
医

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

 

  　
 

　
が
ん
は
、日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
一

位
で
あ
り
、新
庄
市
で
も
男
女
と
も
に

死
亡
原
因
の
第
一
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、市
が
行
う
が
ん
検
診
の
受
診
率

は
非
常
に
低
く
、全
国
と
同
様
に
、全
体

の
一
〜
二
割
の
人
し
か
受
け
て
い
な
い
の
が

実
情
で
す
。
 

　
検
診
を
き
ち
ん
と
受
け
れ
ば
、が
ん
の

早
期
発
見
率
が
高
ま
り
、転
移
が
な
い

場
合
の
五
年
生
存
率
は
、胃
が
ん
88
％
、

大
腸
が
ん
89
％
、子
宮
が
ん
89
％
、乳
が

ん
96
％
と
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
「
が
ん
の
統
計

2
0
0
1
」
よ
り
） 

　
体
に
良
い
生
活
習
慣
で
一
次
予
防
。
早

期
発
見
で
二
次
予
防
。
が
ん
予
防
に
は
、

こ
の
組
み
合
わ
せ
が
と
て
も
重
要
で
す
。
 

 　
こ
れ
ま
で
、五
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し

て
き
た
「
健
康
づ
く
り
運
動
計
画
」
健
康

づ
く
り
重
点
九
分
野
は
、今
回
で
最
終

回
に
な
り
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
要

望
は
今
後
の
計
画
づ
く
り
に
反
映
し
て

い
き
ま
す
。
計
画
の
概
要
は
、後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
 

◎
詳
し
く
は
、健
康
課
健
康
推
進
室
へ
。
 

1
内
線
5
1
6

シリーズ／健康づくり重点9分野…その5 市は「健康づくり運動計画」を策定中です。ご意見・要望などお寄せください。 

─ 循環器病・がん ─ 
「循環器病」は、食習慣、運動習慣の見直しとともに、定期的な血圧測定が大切です。 

また、「がん」も定期的な健康診断で早期発見すれば、生存率が非常に高くなってきています。 

循
環
器
病
は
 

血
管
の
ト
ラ
ブ
ル
が
原
因
 

血
圧
は
測
る
状
態
で
 

結
果
が
異
な
り
ま
す
 

が
ん
検
診
を
必
ず
 

受
け
ま
し
ょ
う
 

がん 
33%

心臓病 
15%

脳卒中 
18%

肺炎 8%

14年度　最上地域の保健衛生より 

死因構成  女 死因構成  男 

肝疾患 1%
腎不全 2%

老衰 2%

不慮の事故 4%

自殺 2%
その他 
15%

がん 
30%

心臓病 
14%

脳卒中 
13%

肺炎 8%

肝疾患 3%

腎不全 2%

老衰 4%

不慮の事故 7%

自殺 5%
その他 
14%

が
ん
予
防
十

予
防
十
二
カ
条
カ
条
 

が
ん
予
防
十
二
カ
条
 

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と
る 

　
い
ろ
ど
り
豊
か
な
食
卓
に
し
て 

②
毎
日
、変
化
あ
る
食
生
活
を 

　
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

③
お
い
し
い
物
も
適
量
に 

　
食
べ
す
ぎ
を
避
け
、脂
肪
は
控
え
め
に 

④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に 

　
健
康
的
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う 

⑤
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い 

　
特
に
、新
し
く
吸
い
始
め
な
い 

⑥
緑
黄
色
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
と 

　
食
べ
物
か
ら
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と 

　
多
く
の
繊
維
質
を
と
る 

⑦
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、 

　
熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら 

　
胃
や
食
道
を
い
た
わ
っ
て 

⑧
焦
げ
た
部
分
は
食
べ
な
い 

　
突
然
変
異
を
引
き
起
こ
し
ま
す 

⑨
か
び
の
生
え
た
も
の
に
注
意 

　
食
べ
る
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て 

⑩
日
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い 

　
太
陽
は
い
た
ず
ら
者
で
す 

⑪
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る 

　
い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う 

⑫
体
を
清
潔
に 

　
気
分
も
さ
わ
や
か 

　 

と
ど
こ
お
 

 

※ 

※5年生存率=がんの治療を受けてから5年後の生存率 

8
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ん
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中
国
遼
寧

り
ょ
う
ね
い

省
沈
陽

し
ん
よ
う

市
の
遼
寧
大
学
で

は
、
朝
六
時
に「
蛍
の
光
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が

流
れ
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
に
響
き
渡
る

曲
は
朝
食
の
合
図
で
も
あ
り
、
皆
が
琺
瑯

ほ
う
ろ
う

引
き
の
食
器
を
手
に
食
堂
に
急
ぎ
ま
す
。

と
こ
ろ
変
わ
れ
ば
…
の
観
。
同
大
学
・

烏
丙
安

う
へ
い
あ
ん

国
際
教
授
は「
毎
朝
こ
の
音
楽
を

聞
か
な
い
と
元
気
が
出
な
い
」と
も
話
し
て

い
ま
す
。
私
は
日
本
の
卒
業
式
歌「
蛍
の
光
」

を
思
い
出
し
な
が
ら
中
国
人
と
の
感
性
の

違
い
に
、
民
話
の
国
際
交
流
と
研
究
会
が

始
ま
る
前
か
ら
憂
鬱

ゆ
う
う
つ

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
は
杞
憂

き
ゆ
う

に
過
ぎ
ま
せ
ん
で

し
た
。
烏
教
授
は
な
ん
と
、
新
庄
市
萩
野

の
安
食
フ
ジ
さ
ん
の
語
り
集「
萩
野
才
兵

衛
昔
話
集
」を
手
に
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

文
化
大
革
命
で
長
く
辺
境
に
追
放
さ
れ

て
い
る
間
、
蔵
書
は
全
て
焼
却
さ
れ
、
大

学
の
研
究
室
に
留
学
生
が
残
し
て
い
っ
た

本
書
が
あ

る
だ
け
。

復
権
後
、

最
初
に
手

に
し
た
一

冊
だ
と
い
う

の
で
す
。

「
失
い
か
け

て
い
た
研
究

情
熱
を
、
こ
の
日
本
国
新
庄
市
萩
野
の
民

話
で
よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
た
」と
、
烏
教

授
は
、「
ム
カ
シ
ム
カ
シ
。
ア
ル
ド
サ

ネ

ズ
ミ
ト

イ
タ
チ
コ
イ
デ
ア
ッ
タ
ド
ナ
。
フ

タ
リ
デ

ア
ワ
マ
キ
イ
ッ
タ
ド
・・・・・
ト
ン

ビ
ス
カ
ン
コ

ネ
ッ
ケ
ド
」安
食
フ
ジ
さ
ん

の「
鼠

ね
ず
み

と
鼬

い
た
ちの

寄
合
田
」を
口
に
し
ま
し
た
。

す
っ
か
り
暗
記
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
一
冊

全
て
を
読
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。
同
書
の

編
者
で
あ
る
私
は
先
程
の
憂
鬱
な
ど
忘

れ
、
百
年
来
の
友
人
の
よ
う
に
、
し
っ
か
り

と
烏
教
授
の
手
を
握
り
ま
し
た
。
追
放

後
の
困
難
な
人
生
の
途
上
、
偶
然
に
も
新

庄
民
話
に
出
会
い
、
烏
教
授
は
人
間
文
化

の
再
発
見
に
目
覚
め
た
そ
う
で
す
。

「
民
話
は
す
ば
ら
し
い
。
民
族
が
民
話

を
持
つ
限
り
絶
望
は
無
い
。
新
庄
の
語
り

手
、
す
ば
ら
し
い
。」と
、
烏
教
授
は
言
葉
を

継
ぎ
ま
す
。
私
は
今
ま
で
、
こ
ん
な
に
重

い
民
話
の
言
葉
を
聴
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。

国
民
文
化
祭
に
民
話
語
り
が
組
み
込

ま
れ
た
理
由
も
、
国
民
の
心
と
言
葉
の
根

源
的
な
姿
を
問
う
こ
と
に
あ
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

こ
の
秋
来
日
す
る
烏
教
授
を
、
ぜ
ひ
新

庄
市
に
案
内
し
た
い
と
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

御
家
老
の
江
戸
だ
よ
り

ずつの新庄ランニングクラブと新庄最上駅伝チームへの

練習参加と、毎日ハードな練習を続けています。

｢練習は、苦しいけれど好きな陸上で負けたくないし、

そこに目標があるからがんばれます。陸上以外の楽しみ

は、野球や友達と遊ぶこと。そして寝ることです。｣と

厳しい練習の中でも上手にリフレッシュを図っているよ

うです。

｢将来の夢は、目標としている菅野邦彰さん(前・市教育

委員会)のように箱根駅伝に出場すること。｣と目を輝やか

せていました。

100分の1秒

に挑み続ける、

新庄が誇る陸

上・中距離界の

エースの今後の

活躍を市民みん

な で応援し ま

しょう。

｢悔いは残りますが、また新しい目標に向かって走り

出せます。｣と話すのは、8月に行われた全国中学校総合

体育大会陸上男子800メートルで堂々の2位になった渡

邊光君。1500メートルでは4位に入賞しました。

得意の800メートルでは、予選から決勝へと進むごと

に自己ベストをぬりかえ、決勝タイムは1分57秒97。

1位との差はほんの100分の2秒でした。

｢走り始めたきっかけは、小学1年生の学校のときの

マラソン大会で、2年生の先輩１人だけから負けて、と

ても悔しい思いをしたことです。｣と、その思いをバネ

に、以来数々の入賞・優勝を重ね、走るたびに新たな記

録を残してきました。

｢走ることは、楽しみでもあり、自分が目標に向かって

がんばっていることが実感できるものです。現在の目標

は、10月末に行われるジュニアオリンピックで、800

メートルの県記録(１分57秒73)を破り優勝することで

す。｣渡邊君は、目標に向かって毎朝3～4キロのジョギ

ングと学校での練習、下校後の補強運動のほか、週2回

中
国
で
聴
い
た
新
庄
民
話

新
庄
藩
江
戸
家
老
　
野
村
敬
子
さ
ん
（
東
京
都
在
住
）

いきいき

新庄人

▲（左から）教育長、父・春喜さん、光くん、巨勢校長

渡邊　光くん（明倫中3年）

陸上全国大会で2位！

将来の夢は箱根駅伝

▲野村さん（左）と烏教授

が
ん
予
防
十
二
カ
条
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▲雪国生活研究所「建築設計における実用的な雪
処理の工夫と知恵」（9月13日／雪の里情報館）

水稲状況を視察
10年ぶりといわれる記録的な天候不順に
よる水稲への影響を把握するため、県知
事が新庄市の水田を視察しました。知事
は、収穫前の稲を手にして「刈り取りの適
期を逃さず、最後まであきらめずベストを
尽くしてほしい」と集まった生産者・農協
などの農業関係者を励ましました。

ソルガムの収穫、本番
日新中学校と新庄神室産業高校の生徒
たちも参加して5月に種をまいたソルガ
ムが2メートル以上に生長し、本格的な
収穫の時期を迎えました。2週間にわ
たり約1ヘクタールを刈り取り、エタノー
ル原料となるソルガムの搾り汁を収穫。
刈り取りに参加した日新中と新庄神室
産業高の生徒たちは、説明を聞きなが
ら、新世代エネルギーの搾り取り作業
の様子を興味深く見入っていました。

「次世代の環境問題」
環境への取り組みを重視する新庄神室
産業高校で、新庄バイオマスセンター責
任者の大友教授が講演を行いました。
教授は、世界各地の環境問題を例に取
り、自然との共生型社会・循環型社会構
築の重要性、新庄でのソルガム刈り取り
の意義などをわかりやすく解説しました。

今回のテーマは和食
季節の旬の食材を使い、毎回バラエテ
ィに富んだメニューを紹介する市民プラ
ザの料理教室。今回はカキやキノコを
使った「季節のごはん」。会場では、和
気あいあいとした雰囲気の中、さらに上
達のための“ちょっとひと工夫”を伝授。
ベテラン主婦もプロ並みの味を追求し
ました。

▲クッキング教室（9月13日／市民プラザ）▲新庄藩校「明倫堂」（9月13日／市民プラザ）

▲5月に種をまいたソルガムの本格収穫（9月8日～24日／旧最上中部牧場）

▲県知事が最上地域の水稲状況を視察（9月5日／関屋）

▲大友教授による講演「次世代の環境問題に
ついて」（9月12日／新庄神室産業高校）
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▲新庄・もがみの昔ばなし原画展（9月27日～
11月30日／歴史センター）

▲コスモスまつり（9月7日／体験農園)

▲もがみ“ゆめりあ”フラワーフェスティバル’03（9月19日～20日／ゆめりあ 花と緑の交流広場）

栄 光 を た た え て
■第43回新庄・最上地区市町村対抗駅伝
1位／新庄チーム
■第42回県少年の主張大会
優秀／柿崎春香(萩野中)
■第42回県少年の主張最上地区大会
優秀／柿崎春香(萩野中) 優良／柿崎穂那
美(日新中)、叶内志穂(八向中)
■第55回最上地区中学校・高等学校英語弁
論大会
【中学校暗唱の部】最優秀／眞見綾佳(明倫)
優良／天野亮子(新庄)
【高等学校の部】優秀／小向今日子(新庄北)
優良／小室佑太(新庄東)
■第11回新庄市スポーツ・レクリエーション
祭(1位のみ掲載)
グランドゴルフ／上野要(末広町) ペンタン
ク／柿崎円吉(千門町)、荒川仁(北町)、佐藤ト
シエ(万場町) ターゲットバードゴルフ／男子・
池北久雄(大手町)、女子・大場フジ子(下田町)
バウンドテニス／三原茂(常葉町)
ラージ卓球1部／男子・林忠男(鉄砲町)、女
子・高橋栄子(松本) ラージ卓球2部／男子・
篠木順二(市野 )々、女子・柏倉綾子(下田町)
■新庄市あじさい感謝状
小松正男(常葉町)／公園事業など環境整備
の充実・発展に尽力

最上の花が大集合
フラワーフェスティバルが開催され、トルコ
ぎきょうやバラなど多くの切り花が会場を
彩りました。多くの人に最上の花をPRし
ようとゆめりあで開催されるようになった
フェスティバルも今年で4回目。審査の結
果、最優秀賞・県知事賞には、三原誠さ
ん（小泉）のトルコぎきょうが輝きました。

秋のハイキングにどうぞ
山屋地区の杢蔵山登山道と並行してい
る｢一の滝渓谷遊歩道」を再整備しまし
た。傾斜も緩やかで秋の手軽なハイキン
グにおすすめです。登山口は、山屋キャ
ンプ場から約400ｍ進んだ所にあります。
◎詳しくは、商工観光課へ。1内線251

▲かむてん子どもフェスティバル（8月31日／す
ぽーてぃあ）

▲小松正男氏から市に寄贈され最上公園内・北東部に建立された草木塔の除幕式（9月18日／
最上公園)

▲「一の滝渓谷遊歩道」が完成
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▼
対
象

高
卒（
見
込
み
）ま
た
は

同
等
以
上
の
学
力
の
人

▼
募
集
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学

科
、Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科（
Ｏ
Ａ
コ
ー
ス
、

公
務
員
コ
ー
ス
）

▼
修
業
年
限
2
年
課
程

▼
受
付
16
年
3
月
19
日
f
ま
で

y
新
庄
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校

1
29
｜

2
1
2
1

▼
対
象

子
ど
も
を
預
か
り
た
い
、

保
育
の
勉
強
を
し
た
い
人（
30
人
）

▼
と
き

11
月
10
日
b
〜
14
日
f
、

17
日
b
、
19
日
d
午
前
9
時
〜
午

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

託
児
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ス

新
庄
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校

入
学
生
募
集

後
3
時
▼
と
こ
ろ
市
民
プ
ラ
ザ

▼
テ
キ
ス
ト
代
2
、5
0
0
円

▼
申
し
込
み

10
月
31
日
f
ま
で

※
託
児
あ
り（
6
名
程
度
）

y
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
が
た
育
児
サ
ー

ク
ル
ラ
ン
ド（
新
庄
親
子
劇
場
内
）

1
22
｜

7
7
1
4

「
食
の
安
全
県
民
会
議
」の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

県
内
在
住
で
、
食
の
安

全
・
安
心
に
関
す
る
活
動
を
し
て

い
る
人
、
ま
た
は
関
心
の
あ
る
人

▼
募
集
人
員
8
人
程
度（
選
考
）

▼
申
し
込
み
10
月
31
日
f
ま
で

y
山
形
県
生
活
安
全
調
整
課
危
機
管
理
担
当

1
0
2
3
｜

6
3
0
｜

2
5
5
0

高
校
生
6
人
で
活
動
し
て
い
る

音
楽
サ
ー
ク
ル
・
ハ
イ
ド
ラ
ン
ジ
ア

メ
ン
バ
ー
募
集

食
の
安
全
に
つ
い
て

語
り
会
い
ま
せ
ん
か

▼
と
き

10
月
28
日
c
午
後
1
時

〜
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ

山
形
地
方
裁
判
所
・
家

庭
裁
判
所
新
庄
支
部
、
新
庄
簡
易

裁
判
所
▼
内
容

裁
判
手
続
き
や

調
停
制
度
の
説
明
な
ど

▼
定
員
各
20
人（
先
着
）

▼
申
し
込
み
電
話
で

y
山
形
地
方
裁
判
所
新
庄
支
部

庶
務
課
　
　
　

1
22
｜

0
2
6
5

▼
と
き
10
月
16
日
〜
11
月
1
日

▼
と
こ
ろ
山
形
市
、
鶴
岡
市

y
国
際
協
力
事
業
団
山
形
担
当

1
0
2
3
｜

6
4
6
｜

6
2
6
7

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
説
明
会

裁
判
所
見
学
会

使
っ
た
こ
と
の
な
い
有
料
サ
イ
ト

の
料
金
請
求
や
借
金
の
返
済
請
求

が
届
く
事
例
が
起
き
て
い
ま
す
。

無
視
す
る
の
が
一
番
で
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

㈰
電
話
は
し
な
い（
相
手
に
電
話

番
号
が
知
ら
れ
る
）㈪
お
金
の
振

込
は
し
な
い
㈫
知
人
や
親
族
の
名

前
は
言
わ
な
い
㈬
脅
迫
め
い
た
言

動
の
と
き
は
す
ぐ
に
1
1
0
番

y
商
工
観
光
課
商
工
振
興
室

1
内
線
2
5
4

収
納
場
所
の
施
錠
や
施
錠
設
備

の
点
検
･
修
理
、
作
業
小
屋
の
定

期
的
な
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
夜
間
に
荷
台
な
ど
に
米

袋
を
積
載
し
た
車
を
見
か
け
た
り

ガ
ラ
ス
を
割
る
音
な
ど
に
気
づ
い

コ
メ
泥
棒
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

身
に
覚
え
の
な
い

請
求
に
ご
注
意

募集

お知らせ

行政相談週間／10月20日～27日
◎山形行政評価事務所1023-632-3113

サ
ー
ク
ル
で
す
。
ア
カ
ペ
ラ
、
バ
ン
ド

な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
対
象

12
〜
25
歳
で
月
3
、
4
回

の
活
動
が
で
き
る
音
楽
好
き
の
人

▼
活
動
日

土
曜
ま
た
は
日
曜
日

の
午
後

▼
活
動
場
所

新
庄
駅
東
口
付
近

▼
会
費
な
し

y
ハ
イ
ド
ラ
ン
ジ
ア
・
横
山

1
72
｜

3
1
5
7（
夜
間
の
み
）

▼
出
願
資
格

県
内
の
高
校
の
職

業
教
育
を
主
と
す
る
学
科
な
ど
を

卒
業
す
る
見
込
み
で
、
学
校
長
の

推
薦
を
受
け
て
い
る
人

▼
募
集
人
員

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、

情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
科
な
ど
42
人

▼
試
験
日
11
月
9
日
a

▼
受
付

期
間
10
月
20
日
b
〜
31
日
f

y
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

1
0
2
3
｜

6
4
3
｜

8
4
3
1

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

推
薦
入
学
生
募
集

○とき 10月19日A

午前9時30分～午後6時
○内容 秋野菜･新米･花の販売、
食べ物屋台（おにぎり･おでん）、
きのこ汁サービス

◎詳しくは、産直まゆの郷123-5007、
農林課農林振興室1内線262へ。

○対象 おおむね30歳以上で、就
職を希望している人

○と き 10月23日E午後1時30分～4時
○ところ ベルフォール新庄玉姫殿
○内容 求人内容の説明、個別面
談・面接など

◎詳しくは、ハローワーク新庄へ。
122-8609

○と き 10月26日A午前6時20分集合
～午後5時（雨天中止）

○集合 新庄駅東口駐車場中央付近
○参加費 1,000円
○定員 30名（先着）
◎金山町・有屋口からの本格的な登山
です。詳しくは、神室山系の自然を守
る会･海藤へ。 122-8713

神室山登山
～第27回自然観察会～

○と き 11月8日G午前10時～午後4時
○ところ 市民プラザ市民ホールほか
内容は後日、お知らせします。

◎いずれも詳しくは、健康課健康推進室
へ。 1内線514

○と き 11月8日G午後1時～3時
（いい歯の日）

○ところ 市民プラザ大ホール
○内容 パネルディスカッション｢やっぱり
2歳児・3歳児から～子どもの口の中は？～｣
講演・岩崎小百合さん、歯の長寿者表彰

○入場料 無料

むし歯サミット in 新庄
～今年のテーマは「子どもの歯」～

第10回

市民健康福祉まつり

働きざかりの就職面接会

「産直まゆの郷」紅葉まつり
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10月のお・知

無料特設登記相談／○10月21日C午前9時～午後4時◎山形地方法務局新庄支局122-7528

た
ら
、
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
直
ち

に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

y
新
庄
警
察
署

1
22
｜

0
1
1
0

▼
対
象

耐
久
性
の
高
い
住
宅
や
県

産
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
を
建

設
・
購
入
す
る
場
合
の
住
宅
ロ
ー
ン

▼
融
資
限
度
額
2
、5
0
0
万
円

▼
利
子
補
給
率
0
・
5
％
、1
・
0
％

▼
申
し
込
み

10
月
24
日
f
ま
で

（
抽
選
）

y
山
形
県
土
木
部
建
築
住
宅
課

1
0
2
3
｜

6
3
0
｜

2
6
4
0

労
働
保
険
は
、
失
業
・
業
務
災

害
・
通
勤
災
害
な
ど
の
保
険
事
故

に
一
定
の
保
証
を
行
う
国
の
制
度

10
月
は
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
で
す

山
形
の
家
づ
く
り

利
子
補
給

で
す
。

労
働
者
を
1
人
で
も
雇
用
す
る

事
業
主
は
、
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
未
加
入
の
場
合
は
、

早
期
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

y
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
庄1

22
｜

8
6
0
9

建
退
共
は
建
設
現
場
で
働
く
人

の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。
全

国
ど
こ
で
も
事
業
主
が
か
わ
っ
て

も
退
職
金
は
通
算
で
き
ま
す
。

▼
掛
金
日
額
3
1
0
円

y
建
設
業
退
職
金
共
済
山
形
県
支
部

1
0
2
3
｜

6
3
2
｜

8
3
6
4

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」に
よ
る
児

童
の
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
犯

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」を

規
制
す
る
法
律
の
施
行

建
設
業
退
職
金
共
済

平成15年度山形県地価調査価格

◎詳しくは、企画調整課企画政策室へ。
1内線249

¡募集期間 11月4日C～12月19日F

（定員になり次第募集を締め切ります）

¡と き 11月2日A午後2時開演

¡ところ 市民文化会館大ホール

¡曲 目 ディズニーメドレー、ルパン三世、鉄

腕アトムなど

◎入場無料です。詳しくは、新庄吹奏楽

団・間へ。 1090-7060-4315

¡と き 10月24日F午前10時～午後3時

¡ところ 市役所西庁舎市民相談室分室

¡内 容 所得税、消費税、相続税、資産

の譲渡などの国税について

¡対 応 仙台国税局税務相談室酒田分室

◎詳しくは、税務課課税室へ。 1内線143

出張無料税務相談

新庄吹奏楽団第20回定期演奏会

平成16年度幼稚園児募集

10月は土地月間

合気道演武大会
○10月19日A午後1時～3時30分

○市武道館
◎山形県合気道連盟新庄支部・涌井122-3122

罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
に
は
、
好
奇
心
や
興
味
本
位

で
利
用
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
困
っ
た
と
き
の
相
談

ヤ
ン
グ
テ

レ
ホ
ン（
24
時
間
受
付
）

1
0
2
3
｜

6
4
2
｜

1
7
7
7

y
山
形
県
文
化
振
興
課
男
女
共
同
参
画
室

1
0
2
3
｜

6
3
0
｜

2
1
0
1

▼
と
き

10
月
25
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
45
分

▼
と
こ
ろ

市
民
プ

ラ
ザ
3
階
小
ホ
ー
ル

▼
内
容

ス
ト
レ
ス
度
自
己
チ
ェ
ッ

ク
、
講
演
「
う
つ
と
自
殺
…
心
の
健

康
を
保
つ
た
め
」
講
師
／
精
神
科

医
師
・
東
谷
慶
昭
氏

▼
参
加
費
無
料
▼
定
員
50
人

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

y
最
上
保
健
所
地
域
保
健
予
防
課

1
22
｜

5
6
3
4

心
の
健
康
づ
く
り
教
室

催し
など

○対 象 接種日当日に満65歳以上の人

○期 間 10月15日D～12月31日D

○助成額 1,000円

○お願い 予防接種の際は十分に説

明書を読んでから申込書･予診票に

記載ください。できるだけ健康課窓

口で説明を受けてください。

◎詳しくは、健康課健康推進室へ。

1内線513・514

市税などの納付は、市内各金融機関や郵
便局から振替でき、納め忘れがありません。
手続きは金融機関、郵便局または市役所で。
◎詳しくは、税務課納税室へ。1内線146

高齢者インフルエンザの
予防接種費用を助成します

口座振替が便利です

国民年金は、国が運営する制度です。破
たんすることはありません。また、経済の変動
などに左右されない仕組みになっています。
◎詳しくは、新庄社会保険事務所122-2050、
市民課国民年金担当1内線134へ。

国民年金は安心です

10月１日から１時間606円
（現行605円）になりました。

◎詳しくは、新庄労働基準監督署へ。122-0227

山形県
最低賃金の
改　正

幼稚園名 所在地 電話番号

大手幼稚園 大手町 122-1553

金沢幼稚園 上金沢町 122-6052

向陽幼稚園 太　田 123-4575

新庄幼稚園 北　町 123-1093

新庄聖マルコ幼稚園 城南町 122-1569

（平成15年7月1日現在）

所　　在 ㎡単価 対前年比

中道町5-9 32,500円 △2.4％

千門町12-4外1筆 40,500円 △2.2％

東谷地田町3-15外1筆 33,500円 △2.9％

桧町4-4 40,700円 △2.9％

小田島町224-10 73,800円 △8.9％

万場町104-1 53,000円 △5.7％

金沢字南沢1804-4外1筆 54,200円 △2.9％
大字泉田字高台
新田4102-8 10,200円 △4.7％
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家
中
か
ち
ゅ
う（
城
の
周
囲
の
、
武
士
が
住
ん

で
い
た
地
区
。
現
在
の
最
上
公
園
か

ら
東
側
は
市
民
プ
ラ
ザ
辺
り
ま
で
。

南
北
は
宮
内
か
ら
三
本
橋
辺
り
ま
で
）

に
は
町
名
が
な
か
っ
た
の
で
、
明
治
七

年
、
そ
の
う
ち
の
南
側
を
「
小
田
島

（
町
）」、
北
側
を「
沼
田（
町
）」と
い
う

大
字
（
町
）
名
に
し
た
こ
と
は
以
前
に

書
い
た
が
、
新
庄
市
街
地
は
、
か
つ
て

は
、
そ
の
ほ
か
に「
五
日
町
」「
十
日
町
」

「
金
沢
」の
い
ず
れ
か
の
大
字
（
村
）に

属
し
て
い
た
。

江
戸
時
代
の
市
政
要
覧
と
も
い
う
べ

き『
新
庄
領
村
鑑

む
ら
か
が
み

』に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
範
囲
を
現
在
の
市
街
図
に
お
と
し

て
み
る
と
、
五
日
町（
南
本
町
郷
）は
現

在
の
南
本
町
通
り
か
ら
旧
国
道
十
三
号

（
旧
羽
州
街
道
）沿
い
に
以
南
、
落
合
町

の
中
の
川
ま
で
、
そ
し
て
、
宮
内
の
一

部
で
七
所
明
神

し
ち
し
ょ
み
ょ
う
じ
ん

付
近
も
含
ん
で
い
る
。

十
日
町
（
北
本
町
郷
）
は
北
本
町
か
ら

旧
国
道
十
三
号
沿
い
に
以
北
の
茶
屋

町
・
太
田
・
荒
小
屋
辺
り
ま
で
、
さ
ら

に
そ
の
西
側
の
集
落
、
中
川
原
・
野

中
・
谷
地
小
屋
・
上
西
山
・
下
西
山
、
そ

し
て
中
山
集
落
を
も
含
ん
で
い
る
。

シリーズ教育――Part.5
学力向上フロンティアスクール新庄中学校（文部科学省指定）
新庄中学校＝生徒数380人、学級数12、教職員32人（平成15年5月1日現在）

「
学
力
を
考
え
る
」

―
―
新
し
い
時
代
へ
の
人
づ
く
り
―
―

本
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
ね
ら
い
は
、「
自
分
の
生
き
方
」に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
中
で
た
く
さ
ん
の
人
々

と
出
会
い
、
人
柄
に
触
れ
、
自
分
を
高
め
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

▲ゲストティーチャーに学ぶ体験

き
継
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と

●
福
祉
関
係
に
つ
い
て
知
り
、
た
く
さ

ん
の
人
と
の
交
流
を
図
る
こ
と

と
い
う
活
動
の
大
き
な
方
向
性
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
し
て

「
総
合
」の
テ
ー
マ
と
活
動
計
画
が
各
学

年
で
決
定
し
ま
す
。

保
護
者
・
地
域
の
方
々
と

専
門
家
の
協
力
を
得
て

〜
く
ら
し
を
見
つ
め
て
〜

環
境
を
守
る
実
践
よ
り
　

●
学
級
の
枠
を
は
ず
し
た
学
年
合
同
の

授
業
。
学
校
を
は
な
れ
て
の
活
動

●
専
門
的
知
識
を
持
つ
ゲ
ス
ト
テ
ィ
チ

ャ
ー
を
招
い
て
話
を
聞
き
、
質
問
に

答
え
て
い
た
だ
く
体
験（
未
知
の
情

報
の
提
供
に
よ
り
知
的
な
刺
激
を
与

え
て
も
ら
え
る
。）

●
個
々
の
課
題
を
追
求
す
る
、
夏
休
み

期
間
中
の
保
護
者
の
協
力

こ
れ
ら
の
過
程
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

は
、
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
の
活
動
や

子
ど
も
主
体
の
総
合
的
な
学
習

「
総
合
」の
活
動
内
容
を
決
め
る
と

き
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の「
願
い
」を
最

優
先
に
し
て
い
ま
す
。
興
味
や
関
心
の

あ
る
内
容
は
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ

な
が
り
、
活
動
の
中
で
身
に
つ
け
た
こ

と
は
、
生
き
て
働
く
力
に
な
り
、
確
か

な
学
力
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る

か
ら
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
生
か
す

そ
こ
で
、
今
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん

な
思
い
や
願
い
な
ど
を
持
っ
て
生
活
し

て
い
る
か
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。

集
計
し
て
み
る
と

●
祖
父
母
の
方
々
の
子
ど
も
時
代
の
遊

び
や
食
べ
物
や
学
校
生
活
の
様
子

●
新
庄
ま
つ
り
や
く
じ
ら
餅
な
ど
の
伝

承
文
化

●
生
活
環
境
を
守
り
、
次
の
世
代
に
引

守
る
た
め
の
活
動
に
生
き
生
き
と
取
り

組
み
ま
し
た
。
環
境
に
つ
い
て
思
慮
し
、

判
断
し
、
保
護
者
や
地
域
に
向
け
て
ポ

ス
タ
ー
や
看
板
を
作
り
、
発
信
し
ま
し

た
。
環
境
フ
ェ
ア
も
開
催
し
、
価
値
あ

る
学
び
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
人
に
や
さ
し
く
生
き
る
と
い

う
テ
ー
マ
で
は
、
福
祉
施
設
や
幼
稚
園

な
ど
の
訪
問
を
快
く
許
可
し
て
い
た
だ

き
、
交
流
の
中
で
相
手
の
こ
と
を
考
え

て
行
動
す
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
学
力
に
は
、国

語
・
算
数
な
ど
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
も

の
に
加
え
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
教
科
と
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
関
連
さ
せ
な
が
ら
問
題

の
解
決
力
・
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

な
ど
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
、「
確

か
な
学
力
」に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

の
も
と
、さ
ら
に
創
意
工
夫
し
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。(

日
新
小
学
校)
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こ
こ
ま
で
見
て
み
る
と
、
旧
国
道
十

三
号
沿
い
に
は
南
側
が
五
日
町
、
北
側

が
十
日
町
、
と
い
え
そ
う
だ
が
、
必
ず

し
も
そ
う
で
は
な
い
。
万
場
町
の
東
側
、

常
葉
町
・
中
山
町
辺
り
は
五
日
町
に
属

し
、
そ
こ
か
ら
北
部
の
周
辺
部
、
円
満

寺
か
ら
小
月
野
・
月
岡
・
梅
ケ
崎
・
小

泉
も
五
日
町
に
属
し
て
い
た
。
よ
っ
て
、

住
居
表
示
区
域
外
で
、
現
在
五
日
町
の

大
字
名
は
、
北
側
の
そ
れ
ら
の
集
落
と
、

先
に
述
べ
た
宮
内
七
所
明
神
周
辺
（
宮

内
か
ら
飛
田
寄
り
の
一
画
）に
、
離
れ

て
残
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ち
な
み
に「
金
沢
」地
区
は
、
ほ
ぼ
中

の
川
以
東
で
あ
る（
旧
国
道
十
三
号
沿

い
で
は
鉄
砲
町
以
南
。
駅
前
通
り
。
集

落
で
は
山
屋
・
関
屋
・
梨
の
木
な
ど
）。

（
市
史
編
さ
ん
室
）

総勢800名が参加
～国民文化祭1ヵ月前祭～BOOKS

NOW!

～図書館はオアシス～

今月のおすすめ

Pハリガネムシ（第129回芥川賞受賞） …吉村萬壱
P高く遠い夢－70歳エベレスト登頂記－

……………………………………三浦雄一郎
Pクライマーズ・ハイ………………横山秀夫
P太ったんでないのッ!? ………阿川佐和子・壇ふみ
P日出山みなみの新野菜料理…山形…日出山みなみ
P殺人の門 …………………………東野圭吾
P魔女は夜ささやく（上・下）…ロバート・R・マキャモン
P祇園の教訓 ………………………岩崎峰子
P伊東家の食卓裏ワザCooking Vol.1

…………………………日本テレビ放送網 編
P口伝我が人生の辞…………石原裕次郎
P胸懐…………………………………TAKURO
P女のとなり…………………………乃南アサ
P鶴太郎流墨彩画塾 ………片岡鶴太郎
Pおしゃれ障害－健康を害する誤ったおしゃれに警告－

……………………………………岡村理栄子
Pトリビアの泉1・2 ……フジテレビトリビア普及委員会
P恋に効く魔法の杖 ……………鏡リュウジ
P妊娠百ヶ月 ………………………岸　信子
Pずーっといっしょ。……………伊集院　静
Pクラッシュ …………………………馳　星周
P高野優のワンダホ母子手帳 ……高野　優
Pはなまるマーケット奥さま虎の穴基本のレシピ

………TBSはなまるマーケット制作スタッフ 編
P翳りゆく夏（第49回江戸川乱歩賞受賞）…赤井三尋
P放送室 ……………………………松本人志
Pナナイロノコイ－恋愛小説－ ……江國香織 他
Pドクター・ハンナ …………………戸梶圭太

新着図書

●今月のテーマ展示●

『国民文化祭』
「第18回国民文化祭・やまがた2003」が10

月4日から13日まで開催されるにあたり、新庄
市で行われる事業（民話・連句・環境芸術）の
関連図書を展示します。

『山形県出身作家の作品展』
現在活躍中の本県出身作家の作品を一

堂に展示します。

国民文化祭・やまがた2003開催の
記念出版。山形県出身作家・井上
ひさしさんが「水」に関する名
文や詩歌を集めて構成した
アンソロジー（選集）。反戦を
誓い、環境汚染に警鐘を鳴ら
す。（2003.9.3山形新聞より）

『水』
井上ひさし選／日本ペンクラブ 編

国
民
文
化
祭
ま
で
約
一
カ
月
前
と

な
っ
た
９
月
７
日
、
ゆ
め
り
あ
と
す
ぽ

ー
て
ぃ
あ
を
会
場
に
、「
国
民
文
化
祭

一
カ
月
前
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
会
場
の
ゆ
め
り
あ
で
は
、「
民
話

語
り
」「
民
謡
民
舞
」「
連
句
」「
環
境
芸

術
」
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
代
表
者
が
決

意
表
明
を
行
い
、
本
番
で
の
四
事
業
に

加
え
、
音
楽
、
日
本
舞
踊
、
詩
吟
な
ど

各
文
化
団
体
な
ど
の
出
演
者
二
百
十

名
が
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
小
学
校
の
児
童
が
太

鼓
、
民
話
、
合
唱
を
元
気
良
く
発
表
し
、

新
庄
神
室
産
業
高
校
・
郷
土
芸
能
部
の

生
徒
た
ち
が
ま
つ
り
囃
子
を
演
奏
し

て
、
会
場
は
一
段
と
に
ぎ
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

一
方
、
す
ぽ
ー
て
ぃ
あ
で
は
、
環
境

芸
術
祭
の
舞
台
と
な
る
最
上
川
河
川

敷
な
ど
を
彩
る「
こ
ど
も
野
外
芸
術
展
」

に
出
品
す
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
テ

ー
マ
に
合
わ
せ
、
丸
や
三
角
、
星
な
ど

の
独
創
的
な
形
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を

東
山
焼
で
作
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
こ
ど
も
た

ち
の
ま
な
ざ
し
は
真
剣

そ
の
も
の
。
そ
れ
ぞ
れ

四
時
間
ほ
ど
か
け
て
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

国
民
文
化
祭
の
成

功
に
向
け
、
多
く
の
市

民
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
楽
し
み
、
本
番

へ
の
気
運
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

▲東山焼でランプシェード作り

▲新庄小学校合唱部
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再生紙100％と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています

力強く
ねばり強く
～SLもがみ号～

41,514人（41,796人）
女 21,592人（21,686人）

世帯数 13,366世帯（13,357世帯）

8月の異動

出　生 00,027人（00,032人）

死　亡 22人（00,035人）

転　入 106人（000,81人）

転　出 78人（00,107人）

※（ ）は1年前の住民基本台帳

男 19,922人（20,110人）

農
家
の
こ
ど
も
は
、
学
校
か
ら
帰
る
と
、
自
分
の
家
の
た
ん
ぼ
に
出
て
、
雀

ぼ
い
の
仕
事
が
あ
る
。
友
だ
ち
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
杭
の
四
本
柱
で
四
方

開
け
放
ち
、
高
床
式
の
小
屋
を
組
む
。
筵

む
し
ろ

を
敷
き
、
柳
の
枝
な
ど
で
日
よ

け
を
す
る
。
四
方
に
、
鳴
子
を
つ
け
た
縄
を
張
る
。
拍
子
木
や
ブ
リ
キ
の

空
き
か
ん
も
、
吊
る
し
て
あ

る
。
や
か
ん
や
瓶び

ん

に
、
水
も

汲く

ん
で
あ
る
。
持
ち
寄
っ
た

お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
、
聞
い

た
昔
話
や
民
話
を
語
り
合

う
。
聞
き
か
じ
っ
た
世
間
話

や
、
ら
ち
も
な
い
話
も
交
わ

さ
れ
る
。
時
に
は
若
い
衆
が

き
て
、
新
庄
節
を
教
え
て
く

れ
る
こ
と
も
あ
る
。“

雀
が

き
た‘

叫
ぶ
声
に
そ
れ
っ
と
立

ち
あ
が
り
、
四
方
の
縄
を
引

く
。
お
ど
り
上
が
っ
て
鳴
子

が
鳴
り
、
拍
子
木
が
か
ん
高

く
、
ブ
リ
キ
か
ん
が
非
常
音

を
出
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
ホ
ウ
ホ
ウ
と
叫
ぶ
。
た
ん
ぼ
に
降
り
よ
う
と

し
た
雀
の
群
れ
は
、
羽
を
返
し
て
よ
そ
の
た
ん
ぼ
の
方
に
飛
ん
で
い
く
。
よ

し
よ
し
と
座
り
直
し
て
、
ま
た
ト
ラ
ン
プ
に
興
ず
る
。
夕
方
に
な
り
、
ま
た

明
日
を
約
し
て
帰
る
。
空
に
は
真
っ
赤
な
夕
焼
け
の
雲
。

絵
＝
三
条
正
美
、
文
＝
笹
喜
四
郎

（
昭
和
六
十
一
年
新
庄
市
発
行
）

鳥
ぼ
い
小
屋

かつろく思い出の四季

バイオマス・クイズ
～新庄を「緑の油田に」～

今回からバイオマス・クイズが始まります。さて問題です。自動車の
混合燃料の原料となる、市で栽培している植物は何でしょうか。①
サトウキビ、②ソルガム、③アジサイ／はがき・ファクス・ｅメールに
「①答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤電話番号、⑥広報紙を読んで
の感想など」を書いて、〒９９６‐８５０１新庄市企画調整課市民協働
広報室あて、10月24日まで応募してください。
ファクス22-0989／ｅメール kikaku＠city.shinjo.yamagata.jp

9月号には32件の応募があり、正解は｢③新庄節｣でした。広報9月号を
読んでの感想から紹介します。「“めざすは緑の油田”テレビでも自動車
の実用走行を見ました。すごいですね。市が全国に先がけてのバイオマ
ス資源活用の取り組み。山形には未知への未来がたくさんある。楽し
みです。」
10月号では、10人に図書券1,000円分をプレゼントします。

「おしん」再放送を記念し、新庄～酒田間では31年ぶりと
なる蒸気機関車が運行された。多くの市民や愛好者が見
守る中、収穫が始まった田園を悠然と力走。豊かな時代
になって忘れかけたものを思い出させてくれました。

表 　 紙
の

写 　 真

8月末現在の新庄人
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